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(57)【要約】
　【課題】被測定者が生体測定装置の載置部上に載って
いるのか否かに拘わらず、被測定者が生体情報を容易か
つ確実に認識できる表示部を備える生体測定装置を提供
することを目的とする。
　【解決手段】被測定者の生体情報を測定するための生
体測定装置であって、被測定者が載る載置部と、被測定
者の生体情報を得るためのセンサ部と、センサ部で得ら
れる生体情報を表示する表示部と、センサ部からの信号
に基づき載置部に被測定者が載っているか否かを判断し
、その判断に応じて表示部に表示させる生体情報の表示
形式を変更する制御部と、を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定者の生体情報を測定するための生体測定装置であって、
　前記被測定者が載る載置部と、
前記被測定者の前記生体情報を得るためのセンサ部と、
前記センサ部で得られる生体情報を表示する表示部と、
前記センサ部からの信号に基づき前記載置部に前記被測定者が載っているか否かを判断し
、その判断に応じて前記表示部に表示させる前記生体情報の表示形式を変更する制御部と
、を備えること
を特徴とする生体測定装置。
【請求項２】
　前記制御部により前記載置部に前記被測定者が載っていると判断された場合における前
記表示部に表示される前記生体情報の文字は、前記載置部に被測定者が載っていないと判
断された場合における前記表示部に表示される前記生体情報の文字よりも、大きく表示さ
れることを特徴とする請求項１に記載の生体測定装置。
【請求項３】
　複数の生体情報を測定可能であり、前記制御部により前記載置部に前記被測定者が載っ
ていると判断された場合には、前記複数の生体情報のうちのいずれか一つが前記表示部に
表示され、前記載置部に被測定者が載っていないと判断された場合には、前記複数の生体
情報が前記表示部に表示されることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の生体測定
装置。
【請求項４】
　前記制御部により前記載置部に前記被測定者が載っていると判断された場合には、前記
複数の生体情報が一つずつ順次に前記表示部に表示されることを特徴とする請求項３に記
載の生体測定装置。
【請求項５】
　前記表示部に表示される生体情報は、被測定者の体重、肥満度、体脂肪率、皮下脂肪厚
、内臓脂肪量及び体内年齢のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１乃至
請求項４のいずれかに記載の生体測定装置。
【請求項６】
　前記表示部は、フルドットＬＣＤであることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいず
れかに記載の生体測定装置。
【請求項７】
　前記センサ部は、前記被測定者の体重を測定するために前記載置部に設けられる重量セ
ンサであることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の生体測定装置。
【請求項８】
　前記センサ部は、前記被測定者の生体インピーダンスを測定するために前記被測定者の
足に接触可能に前記載置部に設けられる電極部を有することを特徴とする請求項１乃至請
求項７のいずれかに記載の生体測定装置。
【請求項９】
　前記表示部が前記載置部に固定的に設けられていることを特徴とする請求項１乃至請求
項８のいずれかに記載の生体測定装置。
【請求項１０】
　前記表示部が前記載置部に取り外し可能に設けられていることを特徴とする請求項１乃
至９のいずれかに記載の生体測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報を測定する生体測定装置に関し、特に、生体情報の表示の視認性の
良い生体測定装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来より、被測定者の体重、体脂肪率、体脂肪量等の生体情報を測定するための種々の
生体測定装置が利用されている。例えば、家庭等では生体測定装置の一つとして体脂肪計
付き体重計が広く使用されている。一般的な体脂肪計付き体重計は、その本体である載置
部に、測定結果を表示する表示部が一体に設けられている。被測定者が載置部上に載ると
、体重を測定することに加え、被測定者の足もしくは手から微弱な定電流を流し、電気抵
抗（生体インピーダンス）を測定し、体内組織の組成を示す体脂肪率、体脂肪量等の生体
情報が測定される（特許文献１）。このような体脂肪計付き体重計では、一般的には、体
重・体脂肪等の測定結果が、載置部に設けられている表示部に表示されるようになってお
り、測定中には、被測定者は載置部上に直立しているので、被測定者の目から表示部まで
は一定距離離れることになる。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１７９５３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の体脂肪計付き体重計では、測定結果を示す文字の大きさは、被測
定者が載置部に載った状態、又は載置部から降りた状態、に拘わらず同一であったため、
載置部から降りた状態では、容易に見える文字の大きさであっても、載置部に直立した状
態では見えづらい場合があった。
【０００５】
　また、表示部に複数の生体情報を表示する場合には、測定値を示す文字を比較的小さく
することによって総ての生体情報を同時に表示しており、こういった場合には、被測定者
が表示部の方向に屈んで目を近づけて確認する必要があったが、被測定者が、例えば老人
、体の不自由な人である場合には、身を屈めることが難しいことがある。
【０００６】
　一方、被測定者が載置部の上で直立した状態で、被測定者にとって容易に認識できる程
度の文字の大きさで生体情報を表示すると、被測定者が載置部から降りた場合には、表示
部から目までの距離が近い割には文字が大き過ぎるといった違和感を与えてしまうととも
に、さらに表示される生体情報が複数あるときには、表示部の寸法の制限から、一度に表
示できる生体情報の数が制限されてしまい、被測定者にとって利便性が悪くなる恐れがあ
った。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記課題を鑑み、被測定者が生体測定装置の載置部上に載っている
のか否かに拘わらず、被測定者が生体情報を容易かつ確実に認識できる表示部を備える生
体測定装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本発明の生体測定装置は、前記被測定者が載る載置部と、前
記被測定者の前記生体情報を得るためのセンサ部と、前記センサ部で得られる生体情報を
表示する表示部と、前記センサ部からの信号に基づき前記載置部に前記被測定者が載って
いるか否かを判断し、その判断に応じて前記表示部に表示させる前記生体情報の表示形式
を変更する制御部と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の生体測定装置は、前記制御部により前記載置部に前記被測定者が載って
いると判断された場合における前記表示部に表示される前記生体情報の文字は、前記載置
部に被測定者が載っていないと判断された場合における前記表示部に表示される前記生体
情報の文字よりも大きく表示されることを特徴とする。
【００１０】
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　また、本発明の生体測定装置は、複数の生体情報を測定可能であり、前記制御部により
前記載置部に前記被測定者が載っていると判断された場合には、前記複数の生体情報のう
ちのいずれか一つが前記表示部に表示され、前記載置部に被測定者が載っていないと判断
された場合には、前記複数の生体情報が前記表示部に表示されることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の生体測定装置は、前記制御部により前記載置部に前記被測定者が載って
いると判断された場合には、前記複数の生体情報が一つずつ順次に前記表示部に表示され
ることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の生体測定装置において、前記表示部に表示される生体情報は、被測定者
の体重、肥満度、体脂肪率、皮下脂肪厚、内臓脂肪量及び体内年齢のうち、少なくとも１
つを含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の生体測定装置において、前記表示部は、フルドットＬＣＤであることを
特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の生体測定装置において、前記センサ部は、前記被測定者の体重を測定す
るために前記載置部に設けられる重量センサであることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の生体測定装置において、前記センサ部は、前記被測定者の生体インピー
ダンスを測定するために前記被測定者の足に接触可能に前記載置部に設けられる電極部を
有することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の生体測定装置は、前記表示部が前記載置部に固定的に設けられているこ
とを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の生体測定装置は、前記表示部が前記載置部に取り外し可能に設けられて
いることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、表示部の表示形式を被測定者の使用状況に応じて自動的に変更できる
ので、被測定者は生体測定装置に載っているか否かに拘わらず、生体情報を容易かつ確実
に視認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明による生体測定装置を体脂肪計付き体重計に適用した第１実施形態につい
て、図面を参照しつつ説明する。図１は、第１実施形態に係る体脂肪計付き体重計の斜視
図、図２は、図１に示す体重計のブロック図、図３は、図１の体脂肪計付き体重計の制御
系のフローチャート、図４は、図１に示す体重計の表示部の拡大図であり、（ａ）は、制
御部により載置部に被測定者が載っていると判断された場合における表示部の表示形式、
（ｂ）は、制御部により載置部に被測定者が載っていないと判断された場合における表示
部の表示形式を示す図である。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、体脂肪計付き体重計１は、主として、被測定者が載る略箱
状の載置部３と、被測定者の生体情報を取得するためのセンサ部４と、センサ部４で得ら
れた生体情報を表示するための、載置部３に一体的に設けられた表示部２１と、センサ部
４からの信号に基づき載置部３に被測定者が載っているか否かを判断し、その判断に応じ
て表示部２１に表示させる生体情報を切り替える制御部２９を備える。
【００２１】
　載置部３は、例えば、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン共重合体
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）等の材料により形成するのが好適である。載置部３の上面３ａには、薄板状の４つの電
極部材３０が互いに離間して配置されている。さらに、載置部３の上面３ａには、表示部
２１と、操作部２２とが設けられている。表示部２１は、載置部３に固定されたフルドッ
トＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）を用いるのが好適であるが
、表示内容を自在に変更して表示可能な手段を適宜採択することが可能である。
【００２２】
　図２に示すように、本実施形態による体脂肪計付き体重計１のセンサ部４は、被測定者
の体重を測定するための体重測定部２７と、被測定者の体脂肪率を測定するための生体イ
ンピーダンス測定部２８と、から構成される。体重測定部２７は、例えば、荷重を掛ける
と荷重に応じて変形する金属部材からなる起歪体と、起歪体に装着される歪みゲージと、
からなるロードセルとして構成し、被測定者の体重は、荷重により起歪体が撓むと歪みゲ
ージが伸縮し、歪みゲージの抵抗値が変化するということを利用して測定されるようにす
る。
【００２３】
　生体インピーダンス測定部２８は、電極部材３０と、後述する定電流供給部４１と、電
圧測定部４３と、を有する。電極部材３０は、被測定者の足に接触可能な通電電極３１ａ
、３２ａ及び測定電極３１ｂ、３２ｂから構成される（図２参照）。
【００２４】
　操作部２２は、身長、性別、年齢等の個人の生体情報や、個人に合わせた設定事項を入
力するための入力手段である。入力された個人の生体情報や設定事項は、記憶部２５に記
憶させたり、表示部２１に表示される。また、フットスイッチ２３は、体重計１を起動さ
せたり、個人の生体情報や設定事項を予め記憶部２５に保存しておいた場合には、その個
人の生体情報や設定事項を呼び出すことができるようになっている。例えば、体重計１を
複数の被測定者が使用する場合には、複数のフットスイッチ２３の各々を、各被測定者に
割り当て、被測定者は、割り当てられたフットスイッチ２３を押すことにより、自己の生
体情報や設定事項を呼び出すことができるように構成する。
【００２５】
　ここで、設定事項とは、被測定者（使用者）が体重計１を使用する上での設定事項であ
る。例えば、表示部２１に表示される生体情報の文字の大きさであり、具体的には、後述
のように、被測定者が載置部３に載っている場合に表示部２１に表示される生体情報の文
字は、被測定者が載置部３に載っていない場合に表示部２１に表示される生体情報の文字
よりも、大きく表示されるが、これら各々の場合における文字の具体的な大きさ（ドット
）である。その他、表示部に表示される生体情報の種類として、例えば、被測定者が載置
部３に載っている場合には体重と体脂肪率のみを表示させ、被測定者が載置部３に載って
いない場合には総ての生体情報を表示させる、といった設定ができるようにしてもよい。
【００２６】
　次に、体重計１の制御系について説明する。図２に示すように、制御部２９は、表示部
２１、操作部２２、フットスイッチ２３、記憶部（例えば、不揮発性メモリー）２５、体
重測定部２７、生体インピーダンス測定部２８に電気的に接続されている。
【００２７】
　体重測定部２７は、被測定者の体重に関する信号を制御部２９に送り、その信号に基づ
き体重が制御部２９により演算される。生体インピーダンス測定部２８は、高周波の微弱
な定電流を付与するための定電流供給部４１、生体の電位差を測定するための電圧測定部
４３、定電流供給部４１に接続される通電電極３１ａ、３２ａ、電圧測定部４３に接続さ
れる測定電極３１ｂ、３２ｂを備える。本実施形態では、通電電極３１ａと測定電極３１
ｂの対は、左足の裏に接するように、そして、通電電極３２ａと測定電極３２ｂの対は、
右足の裏に接するように配置されている。定電流供給部４１から左足及び右足それぞれ、
通電電極３１ａ、３１ｂを介して微弱な定電流を付与し、生体インピーダンスの測定が行
われる。測定電極３１ｂ、３２ｂに接続された電圧測定部４３により取得された両足間の
生体インピーダンスを示す信号に基づき、制御部２９により体脂肪率もしくは体脂肪量を
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演算する。演算して得られた体脂肪率は、表示部２１に表示したり、記憶部２５に保存さ
れる。
【００２８】
　さらに、体重測定部２７に接続されている制御部２９は、体重測定部２７からの出力信
号に基づいて、被測定者の体重を演算する。得られた体重は、表示部２１に表示したり、
記憶部２５に保存される。
【００２９】
　なお、図２では、載置部３の内部に配置されている制御部２９、記憶部２５、体重セン
サ２７、電流供給部４１、電圧測定部４３が示されているが、図１では割愛した。
【００３０】
　以下に、体脂肪計付き体重計１の制御処理について図３を参照して説明する。被測定者
がフットスイッチ２３を押して体重計１を起動すると、制御部２９は図３のフローチャー
トの制御処理を行う。
【００３１】
　まず、被測定者による操作部２２の操作により、身長、年齢、性別等の生体情報が制御
部２９に入力されるとともに、記憶部２５に保存する（ステップＳ１）。次に、載置部３
上に被測定者が載ると、体重測定部２７及び生体インピーダンス測定部２８から取得した
生体情報を用いて、記憶部２５に保存してあるプログラムに従って、被測定者の体重、体
脂肪率、体脂脂肪量、内臓脂肪、体内年齢等のＮ個の生体情報を演算し、記憶部２５に保
存する（ステップＳ２）。
【００３２】
　次に、ステップＳ３では、制御部２９により行われる表示部２１の表示に関する処理の
回数を示す変数ｋに、初期値として１を代入する。
【００３３】
　ステップＳ４では、載置部３に所定値以上の荷重が掛かっているか否かを、体重測定部
２７からの信号により判断する。載置部３に所定値以上の荷重が掛かっている場合には、
被測定者が載置部３に載っているものと制御部２９により判断され、次のステップＳ５に
進む。制御部２９により第１番目の生体情報（例えば体重）のみが比較的大きい文字で表
示部２１に表示される（図４（ａ）参照）。
　他方、載置部３には所定値未満の荷重しか掛かっていない場合には、被測定者が載置部
３から降りたとものと判断して、ステップＳ６に進む。ステップＳ６では、ステップＳ２
で取得した複数（Ｎ個）の生体情報が、表示部２１に一度に表示される（図４（ｂ）参照
）。ステップＳ６での表示形式は、ステップＳ５での表示形式と異なる。本実施形態では
、ステップＳ６における生体情報を表す文字の大きさは、ステップＳ５における生体情報
を表す文字より小さくなるように設定してある。
【００３４】
　ステップＳ４で、載置部３に被測定者が載っていると制御部２９が判断した場合には、
次のステップＳ５で生体情報を表示し、さらにステップＳ７で制御部２９により計時が開
始される。なお、計時する時間は一つの生体情報を表示する時間間隔であり、被測定者が
適宜設定する。そして、所定時間を経過（計時終了）しているか否かを制御部２９が判断
する（ステップＳ８）。
【００３５】
　ステップＳ５の表示の開始後、所定時間が経過したと判断された場合（ステップＳ８）
には、ステップＳ９に進む。ステップＳ９では、制御部２９において処理回数を示す変数
ｋをインクリメントする（すなわち、ｋは２となる）。さらに、次のステップＳ１０で、
変数ｋが生体情報の数（Ｎ個）より大きいか否かが制御部２９により判断される。変数ｋ
がＮより小さい場合には、再度ステップＳ４に戻り、被測定者が載置部３に載っているか
、降りているかが判断される。ここで、ｋは２であるので、再度ステップＳ４に戻り、載
置部３に被測定者が載っているか否かが判断される。載っていれば、今表示されている生
体情報とは異なる第２番目の生体情報（例えば体脂肪率）を表示部２１に表示する（ステ
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ップＳ５）。表示部２１の表示形式は、先にステップＳ５で表示された体重の表示形式と
同じであり、Ｓ６において使用される文字より大きな文字で表示する。
【００３６】
　ステップＳ５の後、再度計時が開始される（ステップＳ７）。その後は、前述した通り
、所定時間が経過したか否かの判断がなされ（ステップＳ８）、経過していればステップ
Ｓ９に進み、制御部２７により変数ｋがインクリメントされる（すなわちｋは３となる）
。そして、再度ステップＳ４に戻り、次の（第３番目の）生体情報（例えば内臓脂肪）を
大きな文字で表示する。このように本実施形態の表示部では、被測定者が載置部３に載っ
ている場合には、制御部２７において処理回数がＮ回に達するまで繰り返し、生体情報が
一つずつ表示され、被測定者が載置部３から降りた場合には、Ｎ個すべての生体情報が表
示される。
【００３７】
　なお、本実施形態では、体重測定部２７からの情報に基づいて、被測定者が載置部３に
載っているか、載置部３から降りたか、の判断を制御部２９により行うものであるが、本
発明は、この構成に限定されず、他の手段からの情報に基づいて判断するようにしてもよ
い。例えば、生体インピーダンス測定部２８からの信号に基づいて、被測定者が載置部３
に載っているか否かを制御部２９が判断する構成としてもよく、この場合には、生体イン
ピーダンス測定部２８からの出力である生体インピーダンスを示す信号に基づいて制御部
２９により演算された体脂肪率が、例えば体重値（ｋｇ）／身長（ｍ）の自乗で得られる
ＢＭＩ（Ｂｏｄｙ　Ｍａｓｓ　Ｉｎｄｅｘ）の値を基準として上下所定の範囲内にある場
合には、被測定者が載置部３に載っていると判断し、体脂肪率がその範囲外にある場合に
は、被測定者が載置部３から降りたと判断するように設定すればよい。
【００３８】
　このように、第１実施形態の構成によれば、被測定者が載置部３に載っている場合と、
載置部から降りた場合と、を判断して、表示部における生体情報の表示形式を自動的に変
更することができるので、被測定者にとって、表示部の生体情報を確実かつ容易に視認す
ることができ、使い勝手の良いものとなる。具体的には、被測定者が載置部に載っている
場合には、表示部に表示される文字が大きいので、被測定者は容易かつ確実に生体情報を
視認することができる。また、被測定者が載置部から降りた場合には、被測定者は、目か
ら表示部までの距離を自由に変更できるので、小さい文字で、一度に複数の生体情報を表
示しても、確実かつ容易に生体情報を視認できる。よって、被測定者は一度に多くの生体
情報を知ることができ体重計の利便性がよい。
【００３９】
　また、上記第１実施形態では、複数の生体情報を取得する構成としたが、単一の生体情
報として被測定者の体重のみを測定する体重計であっても、本発明を適用できることは言
うまでもない。この場合には、体重を取得した後、ステップＳ３で表示部２１に大きい文
字を使用して体重を表示する。ステップＳ４で計時が開始され、ステップＳ５で載置部３
に掛かる荷重が所定値以上であるか否かを制御部２９で判断する。荷重が所定値以上であ
れば、大きな文字による体重の表示を維持する。荷重が所定値未満であればステップＳ７
に進み、ステップＳ３において使用される文字より小さい文字で表示する。従って、被測
定者が体重計に載っているか否かにかかわらず、被測定者にとって常に視認性の良い表示
部を有する体重計を提供できる。
【００４０】
　さらに、第１実施形態では、計時開始（ステップＳ７）から所定時間が経過するまで（
ステップＳ８）は、載置部３に被測定者が載っているか否かの判断を行っていない。しか
し、計時開始からの所定時間内に荷重が掛かっているか否かを判断する工程を加えた構成
としてもよい。
【００４１】
　次に、本発明の第２実施形態による体脂肪計付き体重計について、図５を参照して説明
する。図５は、第２実施形態に係る体脂肪計付き体重計１０１の斜視図である。図５に示
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すように、実施形態２の体脂肪計付き体重計は、表示部１２１を有する表示ユニット１０
４が載置部１０３に対して取り外し可能に装着される構成となっている点で、第１実施形
態とは異なるものである。したがって、実施形態２の体脂肪計付き体重計の構成及び機能
については、第１実施形態による体重計１と異なる点を主として説明するものとし、第１
実施形態と同様の構成部分については、詳細な説明を省略する。
【００４２】
　体重計１０１は、その本体である載置部１０３と、載置部１０３に対して取り外し可能
に装着される表示ユニット１０４と、から構成される。載置部１０３には、図中において
、上側中央部に収容部１５１が設けられている。収容部１５１は、表示ユニット１０４を
収容できるように、表示ユニット１０４の形状に相補的な形状で切り欠かれた凹部である
。また、載置部１０３の収容部１５１の近傍には、表示ユニット１０４との通信手段であ
る通信部１５５が設けられている。さらに、載置部１０３の側面にはフットスイッチ１２
３が設けられ、載置部内部には、制御部、体重測定部、生体インピーダンス測定部等が設
けられている。上記構成において、載置部で取得された生体情報は、制御部の指令により
通信部１５５を介して表示ユニット１０４へ転送される。各要素の機能は、実施形態１と
同様であるので割愛する。
【００４３】
　表示ユニット１０４は、フルドットＬＣＤから構成される表示部１２１と、操作部１２
２と、載置部１０３との通信を可能にする通信部１５３と、表示部１２１及び操作部１２
３、通信部１５３と電気的に連結した制御部と、生体情報等を保存する記憶部と、を備え
ている。表示ユニット１０４と載置部１０３とは、それぞれの通信部１５５、１５３を介
して赤外線信号等の通信手段により互いに通信可能となっている。なお、表示ユニット１
０４と載置部１０３との間の情報の伝達は、無線ではなく有線で行う構成とできることは
言うまでもない。
【００４４】
　上記構成の体脂肪計付き体重計１０１の動作は、前記第１実施形態と同様である。異な
る点は、体重測定部及び生体インピーダンス測定部からの信号は、載置部１０３の制御部
により体重、体脂肪率等が演算され、その情報は通信部１５３、１５５を介して表示ユニ
ット１０４に転送され、表示部１２１に表示される。なお、表示部１２１の表示形式は、
図３、図４に関連して説明した内容と同様である。
【００４５】
　このように、本発明の第２実施形態の体脂肪計付き体重計１０１によれば、前記第１実
施形態とは異なり、表示ユニット１０４が取り外し可能であるため、表示ユニット１０４
を予め見やすい位置に設置しておけば、被測定者が載置部１０３上に直立状態で立ってい
るときであっても、表示ユニット１０４の表示部１２１を所望の距離で見ることができ、
１台でより多くの被測定者のニーズに対応することが可能となる。例えば、一般的な視力
を有する者であれば、表示ユニット１０４を載置部１０３に装着した状態で使用すればよ
いが、一方、視力の弱い者が体重計１０１を使用する場合には、表示ユニット１０４を予
め見やすい位置に設置できると共に、体重計１０１に載っている間は、表示部１２１に表
示される生体情報が大きい文字により表示されるため、さらに容易かつ確実に認識できる
ようになる。
【００４６】
　なお、第１実施形態及び第２実施形態では、計時を開始し（ステップＳ７）、所定時間
が経過した後（ステップＳ８）、次の生体情報を表示する（ステップＳ５）構成を採用し
たが、ステップＳ７、Ｓ８は本発明の必須の構成要素ではない。
【００４７】
　また、第１実施形態及び第２実施形態では、体脂肪率を測定するために両足間の生体イ
ンピーダンスを測定する構成としたが、両手間の生体インピーダンスを測定する構成とす
ることや、両構成を併用したものであってもよい。
【００４８】
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　また、上記実施形態では、被測定者が載置部３に載っていない場合には表示部２１に複
数（Ｎ個）の生体情報が一度に表示されるものとして説明したが、表示部における見易さ
や生体情報の関連性を考慮して、Ｎ／２個ずつの生体情報を表示させるなど、数回に分け
て順次表示させるようにしてもよい。
【００４９】
　また、上記実施形態では、被測定者が載置部３に載っているか否かによって、表示部に
表示される文字の大きさを変更するものを説明したが、文字だけではなく、生体情報を示
す記号やマークをも併せて、それらの大きさを変更して表示するようにしてもよい。
【００５０】
　さらに、上記実施形態では、体重計に負荷が掛かっている場合と、掛かっていない場合
とで、表示部に表示される文字の大きさや生体情報の数を替える構成としたが、この他に
も種々の態様が考えられる。例えば、生体測定装置に載っている場合には、測定時の生体
情報のみを表示し、生体測定装置から降りた場合には、過去に測定し保存されていた生体
情報を呼び出して併せて表示することや、過去に得られた複数の生体情報と最新の生体情
報とをプロットしたグラフとして表示することも可能である。
【００５１】
　また、第１実施形態及び第２実施形態においては、重量センサとしてロードセルを用い
たものを説明したが、本発明のセンサとして電磁力を加え、その電気量から体重を測定す
る電磁力平衡式の体重測定装置や圧電結晶を用いた圧力センサを用いた測定装置など種々
の手段を適用してもよい。
【００５２】
　この発明は、その本質的特性から逸脱することなく数多くの形式のものとして具体化す
ることができる。よって、上述した実施形態は専ら説明上のものであり、本発明を制限す
るものではないことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の第１実施形態による体脂肪計付き体重計の斜視図ある。
【図２】図１の体脂肪計付き体重計のブロック図である。
【図３】図１の体脂肪計付き体重計の制御系のフローチャートである。
【図４】図１に示す体重計の表示部の拡大図であり、（ａ）は、制御部により載置部に被
測定者が載っていると判断された場合における表示部の表示形式、（ｂ）は、制御部によ
り載置部に被測定者が載っていないと判断された場合における表示部の表示形式を示す図
である。
【図５】本発明の第２実施形態による体脂肪計付き体重計の斜視図ある。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　　　　　　体脂肪計付き体重計
３　　　　　　　　載置部
４　　　　　　　　センサ部
２１　　　　　　　表示部
２２　　　　　　　操作部
２３　　　　　　　フットスイッチ
２５　　　　　　　記憶部
２７　　　　　　　体重測定部
２９　　　　　　　制御部
２８　　　　　　　生体インピーダンス測定部
３１ａ、３２ａ　　通電電極
３１ｂ、３２ｂ　　測定電極
１０１　　　　　　体脂肪計付き体重計
１０３　　　　　　載置部
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１０４　　　　　　表示ユニット
１２１　　　　　　表示部
１２２　　　　　　操作部
１２３　　　　　　フットスイッチ
１３１ａ、１３２ａ　　通電電極
１３１ｂ、１３２ｂ　　測定電極

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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